
携帯電話が通づる北丹沢山域・陣馬山域へ

相模原市緑区 高部区長へ依頼

山の遭難事故で通報の９０％以上が携帯電話からだと言われていま
す。
残念なことに蛭ヶ岳より北部地域の旧津久井町側では携帯電話の交信
が出来ません。（蛭ヶ岳より主脈路焼山まで）
昨年相模原市緑区の高部区長へ電話が通づるようにドコモへ要請を依
頼しました。
早速今年１月17日に区長より協力のお話しをいただきました。

地蔵新道入山者が登山道より神の川広河原に転落、

重傷にて救出(事故報告書)
平成23年1月6日

北丹沢山岳救助隊
本部長 杉本憲昭 隊 長 外山雄幸

平成23年1月5日午前に津久井警察署より、神の川園地のトイレ前に
車を駐車し山に入った秦野市の72歳の男性の遭難届けが提出され、家
族と相談し北丹沢遭難救助隊に出動依頼がありました。
遭難者は北丹沢風巻の頭～姫次～地蔵新道のコース計画し、登山道

より神の川広河原に転落したものです。
1月5日現地、神の川ヒュッテには外山隊長が偶然いあわせ、その後

加藤博恵氏が合流し、津久井警察署、津久井消防署の窓口として地蔵
尾根は唯一、外山氏がエキスパートのため情報を提供しました。
その後、14時30分に広河原の手前にあるヒワタ橋の下にて発見され、

無事救出されました。
詳細は不明ですが、断片的な話では登山道を間違え、2回程登山道

より転落したとのことです。
何はともあれ無事救出し、隊員一同､胸をなでおろしました｡
今回の遭難救出にあたり、北丹沢山岳救助隊の隊員の皆様に連絡し

たところ、快く出動に協力戴き感謝にたえません。
ここに、心よりお礼のご挨拶を申し上げます。

出動に協力戴いた方(順不同)
①外山雄幸 ②内藤紀雄(愛川山岳会関係者6名)
③太田顕成 ④加藤博恵 ⑤小池栄一郎 ⑥井上佳那
⑦野崎光宏 ⑧木村正和 ⑨和 泉 悟 ⑩池崎友行
⑪網野博史 ⑫市川博文(キーパーとして)
⑬岸百合子(キーパーとして) ⑭杉本憲昭
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